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Abstract
　　This paper reports the use and effects of an E-mail exchange between American and Japanese 
college students in foreign language classrooms. This E-mail exchange project was conducted 
in the CALL English classes at Bunkyo University and in an intermediate level Japanese course 
at New York University. Three Bunkyo students were paired with one New York student. They 
exchanged information about such things as themselves, schools, and neighborhood with pictures 
and questions to ask their partner(s). After several e-mail exchanges, students presented the 
information they exchanged in class. The results of the students’ survey and teachers’ observations 
showed that students were aware of their own English/Japanese language learning and learned 
different cultures through the e-mail exchanges. A description of the e-mail exchange project and 
its advantages for adoption in the foreign language classroom environment are presented in this 
paper.

１．はじめに

　文教大学国際学部の英語授業において、2010年度秋学期にニューヨーク大学の学生とGoogle 
Document を使用してＥメール交換プロジェクトを行った。このプロジェクトは、ニューヨーク大

学の学生（1名）と文教大学の学生（2 ～ 3名）をペアにさせ、お互いのことを紹介し質問と意見交換

を行い、得た情報をもとにプレゼンテーションするというものであった。

　近年、Eメール交換は外国語教室で広く取り入れられ、言語学習への効果が明らかとなってい

る（Greenfi eld, 2003; Muehleisen, 1997; O᾽Dowd, 2003; Sakar, 2001; Vinagre, 2005）。コンピュータを利

用したコミュニケーションは、学習者の不安感を減らし（Kern, 1995; Sullivan, 1993）、やる気を高

め（Warschauer,1996a）、考える力（Warschauer, Turbee, & Roberts, 1996）と書く力（Cohen & Riel, 1989; 
Cononelos & Olivia, 1993; Warschauer,1996b） を伸ばし、コミュニケーションを円滑にする（Cooper & 
Selfe, 1990）といわれている。O᾽Dowd（2003）が行ったEメール交換では、学習者の異文化コミュニ

ケーションと異文化交流の効果が明らかとなった。Sakar（2001）のEメール交換でも学習者の異文

化理解に対する積極的なコミュニケーションが見られ、さらに、学習者の考える力を伸ばしたこと
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も明らかとなった。Greenfi eld（2003）では、学習者の言語学習への意識が変化し、モチベーション

や興味が高まり、4技能に対する自信が増したと述べられている。

　本稿では、このようなEメール交換の特長を踏まえ、2010年度秋学期にニューヨーク大学の日本

語クラスの学生と文教大学の英語クラスの学生がＥメール交換を行った実践報告をする。また、学

習者のアンケート調査と教師の授業観察をもとに、Ｅメール交換の有効性と今後の課題を検証し考

察する。

２．日米Eメール交換プロジェクトの概要

２．１．目的
　文教大学のEメール交換プロジェクトの目的は、ニューヨーク大学の学生とメール交換すること

を通して、学生が自分や身近なことを英語で表現し、相手のことや文化を理解しそれを英語で説明

できる力を養うことであった。また、本活動を2 ～ 3人のグループ活動にすることによって、学生

同士が協力し合い、より多くの創造性のある情報提供と、受け取る情報について深く考えることを

目指した。

　ニューヨーク大学のEメール交換プロジェクトの目的も、文教大学の学生とEメール交換をする

ことで、日本語で相手のことを知り、自分のことを伝える。また、それを英語で説明する力をつけ

ることであった。また、それと同時に、このプロジェクトにより、日本語を読む力、書く力を向上

させるとともに、親交を深め、日本文化、社会についての知識を深めることも目指した。

２．２．参加者とコース内容
　文教大学からは、一年次必修科目であるCALL104を履修している学生39人が本プロジェクトに

参加した。39人中17人が国際理解学科のクラスで、24人が国際観光学科のクラスであった。参加

者は全員一年生で、男子13人、女子26人であった。CALL104は、コンピュータ利用の外国語学習

教室の機能を利用し、リーディング・ライティングを中心として総合的な英語力向上のための演習

を行う授業であり、授業は週一回90分でコンピュータ利用の外国語学習教室で行った。日米Eメー

ル交換プロジェクトはCALL104の中の一つのプロジェクトとして行った。

　ニューヨーク大学では“Writing Japanese in New Media”という選択科目を履修している学生8人が

本プロジェクトに参加した。このコースはニューヨーク大学で開講されている Intermediate Japanese 
II （本大学では日本語二年生の後半レベル）、またはその同等のレベルを満たしていることが必須条

件となり、内訳としてはその日本語二年生のコースを終了後すぐ履修している学生が3人、日本語

三年生を終えてからの学生が2人、他は日本で半年、または1年の留学経験を経て帰国した学生が

3人であった。学年は三年生と四年生で、男子1人、女子8人であった。このコースはライティン

グの向上をはかるためのコースで、様々なスタイルの文章に触れ、それを書くことが目的であった。

この日米Eメール交換プロジェクトはこのコースのプロジェクトの一つとして行われた。

２．３．日米Ｅメール交換プロジェクトの活動内容
　本プロジェクトは、Google Documentにニューヨーク大学と文教大学のフォルダーを作り、そこ

に学生自身が目標言語でメールを書き、同時にパートナーのメールを読み、それに対してパート

ナーの目標言語でコメントを書き返信した。例えば、文教大学の学生は、文教大学のフォルダーに
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英語でメールを書き、さらにニューヨーク大学のフォルダーでパートナーのメールを読み日本語で

コメントを書いた。Google Documentを使用した理由は、メール交換がフォルダーに残るので、い

つでも見直すことができ、また目標言語でのやり取りが増えることで自分の語学力への自信と達成

感を味わうことができること。さらに、自分とパートナーのやりとりだけでなく、他のクラスメー

トのメール交換も読むことができることから、より広く言語学習と異文化学習ができ、もっと書き

たいもっと読みたいというモチベーションに繋がると考えたからである。

　また、本プロジェクトは、文教大学の学生2 ～ 3人のグループとニューヨーク大学の学生1人を

ペアにし、メール交換を行った。グループ分けとペア決めは、教師が適宜行った。文教大学の学生

をグループにした理由は、グループ活動にすることにより、学生同士が協力し合いより多くの創造

性のある情報提供ができ、また、受け取る情報についてグループで話し合い考えその上でコメント

を書くことを期待したからである。

　次に、各大学の本プロジェクトの具体的な手順を述べる。

　文教大学のCALL104では、2010年度秋学期に3回Ｅメール交換活動をし、最後にこの活動で得

た情報を発表した。トピックは、第1回目が自己紹介で、第2回目が大学と近隣紹介、最後はとっ

ておきの情報とした。お互いのことをたくさん知ることが、メール交換をスムーズに行う鍵である

と考え、最初の2回は自己紹介や大学紹介とし、身近で最も相手に知ってもらいたいトピックにし

た。その上で、第3回目をとっておきの情報とし、学生自ら、パートナーを知った上で、伝えたい

情報を選びメールを自由に書くことを課した。

　まず、第1回目のトピック自己紹介は、10月14日に送信した。前週、宿題として、英語で自分

の自己紹介（専門、出身、趣味など）を500語程度と、パートナーへの質問1つを書いてくること、

添付する写真を3枚持ってくることを指示した。同時に、英語のメールの書き方とパラグラフ・ラ

イティングの導入をし、教師のモデルメールを提示した。次週、授業最後20分程度を使い、グルー

プで自己紹介の添削を行った後、自己紹介文とパートナーへの質問と写真の送信をした。その後、

グループでパートナーのメールを読みコメントを返信した。

　第2回目の文教大学と近隣紹介は、11月11日に送信した。第一回目同様、宿題として、英語で

大学と近隣紹介（キャンパスや湘南ビーチについてなど）を500語程度書いてくることと、パート

ナーへの質問1つと、写真を3枚持ってくることを指示した。再度、パラグラフ・ライティングの

導入と教師のモデルを提示した。次週、グループで宿題の紹介文を添削し、写真と質問と共にメー

ルを送信した。グループでパートナーのメールも読みコメントを返信した。

　第3回目のとっておきの情報は、教師のモデル提示はせず、学生達各々が自分の伝えたいことを

書き12月2日に送信した。手順は、第1回目と第2回目と同じであった。

　最後に、3回のメール交換をもとに、グループでパワーポイントのプレゼンテーションを行った。

プレゼンテーションは、パートナーから得た情報を写真5枚使用し紹介することと、自分達のメー

ル内容を写真5枚使用して説明することであった。プレゼンテーションの目標は、パートナーから

得た情報を的確に英語で説明できることと、自分達が書いたメール内容をもう一度見直し内省し、

それをわかりやすく発表することであった。プレゼンテーションの評価は、1）指示された情報があ

るか、2）聞いている人がわかる英語か、3）内容のおもしろさを3段階で評価した。この評価は、教

師だけでなく聞いている学生にもさせ、さらにコメントも書かせた。クラスメートを評価すること

によって、自己を振り返り、今後よりよいプレゼンテーションができるよう役立ててもらいたいと

考えた。プレゼンテーション終了後、グループごとにパートナーに向けて英語のショートメッセー
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ジを動画で撮り、ニューヨーク大学に送った。

　ニューヨーク大学では、2010年度秋学期にこのプロジェクトを行い、学期中に合計4回日本語で

メールを送った。このプロジェクトを実施した“Writing Japanese in New Media”というコースでは「日

本語ライティング」という教科書を使ったため、それぞれのメールのトピックは「日本語ライティン

グ」の各課のトピックに合わせるような形で決められた。

　まず、第一回目は自己紹介で、コース開始後、第二週から三週目に送信した。この前に「日本語

ライティング」の第七課で「自分をアピールする」書き方を既習しており、この自己紹介はその課で

学んだ書き方を使って、自分をアピールする形で書くように指示した。学生は自分で初稿を書き、

教師が添削した後、送信した。

　第二回目はアンケートで、第四週から五週目に送信した。「日本語ライティング」第一課の「簡潔

に回答する」を既習後に、学生は自分で文教大学の学生に聞きたいトピックを考え、アンケート様

式にして送るというものであった。二回目も教師が学生の初稿を添削した後、送られた。

　第三回目の自分の大学／町紹介は第七週から九週目に送られた。「日本語ライティング」第ニ課の

「情報を文章にする」で練習した後、自分の大学／町について紹介した文を書いて送るものであった。

この時点では、学生は教師に添削を求めず、自由に書きたいことを書き、様々な写真を載せるよう

になった。

　第四回目は自分が最近経験／体験／観察したことを報告しそれについての意見を書くと言う課題

であり、第十週から十一週に送信された。「日本語ライティング」の第三課「状況を説明し、意見を

述べる」、第五課「体験したことを報告する文を書く」で練習している。

　それぞれのトピックについては、自分のことを話すだけではなく、相手についての質問を最低一

つ入れること、また、写真など視覚的なものを入れることも課された。教師側のメールの文法面で

のチェックは学生の希望次第で行った。全体的に始めの二つはほとんどの学生からチェックの要請

があったが、その後はチェックなしで送ったものがほとんどであった。学期の終わりに、Eメール

交換を通して得た情報をもとにした発表が課された。その発表は10分ほどで、パートナーの紹介、

Eメール交換を通して得た情報の紹介、自分の感想を入れるように指示した。文教大学とは違い、

Eメールの送信、写真の選択など、発表を除く全ての作業は授業外課題として扱った。先に述べた

ように、このプロジェクトが実施されたコースはライティングのコースで、様々な目的に沿った書

き方、表現を紹介／学習しているので、その表現やトピックを使った授業外プロジェクトというこ

とにした。また、このコースではミニスピーチとして同じようなトピックでのスピーチが課されて

おり、学生が実際にEメールメッセージを送る時点では、既に少なくとも一度は同じトピックでの

何らかの課題をこなしているようなスケジュールになっている。

　発表は12月14日に行われた。今までのEメール交換から得た情報をまとめ、それについて、自

分の意見、感想を述べるというものであった。持ち時間は質疑応答を含めて5分から7分。採点基

準は1）文法、2）表現構成、3）発音、流暢さと4）内容の4点、学生にもコメントシートが渡され、ク

ラスメートの発表について感想を書くことが課された。そのコメントは後に、発表者に渡された。

３．学生アンケートの方法と結果

３．１．学生アンケートの方法と内容
　文教大学では、2011年度秋学期終了時に本プロジェクトについてのアンケート調査を行った。
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質問は、1）Ｅメールプロジェクトはどうだったか、2）Ｅメールプロジェクトの何がよかったか、3）

またＥメールプロジェクトをやりたいか（資料1）であった。本授業の目標の一つが英語でのコミュ

ニケーションを楽しむことから、1）の質問では、Eメールプロジェクトが「楽しかった」「普通」「楽

しくなかった」の3つの選択肢にし、その理由も書かせた。また、Eメール交換が英語学習にどのよ

うに反映されたかを知るために、2）の質問では、「英語の読み書きの練習ができた」「アメリカの文

化が学べた」「アメリカ人の友達ができた」の選択肢をもうけた。3）の質問では、学生の率直な意見

から本プロジェクトの改善を目指す目的で、またEメールプロジェクトを「やりたい」「やりたいか

わからない」「やりたくない」の選択肢を作り、その理由も書かせた。アンケートには、参加者全員

39名の学生が答えた。アンケートの答えは日本語でも英語でもよいものとした。

　ニューヨーク大学でも2010年度秋学期終了時にアンケート調査を行った。質問は五段階評価で

答えるものと、コメント形式で答えるものとに分け、五段階評価では日本人の学生とのEメール交

換は楽しかったか、このプロジェクトに使ったGoogle documentはいい媒体だったか、を質問した。

また、Eメール交換が日本語学習にどのような反映されたかを知るために、このプロジェクトのモ

チベーションについても詳しく質問した。さらに、モチベーションと恊働学習の観点から、クラス

メートのEメールのやり取りを見ることが役に立ったかも聞いた。また、コメント形式では、プロ

ジェクトの開始時での感想、Eメール交換の相手との友情を感じたか等の質問をした。（資料2）ま

ず、Eメール交換を楽しんだかどうかの質問では、一番楽しんだもの、一番おもしろくなかったも

のそれぞれの項目で「日本語で書くこと」「日本語で読むこと」「英語で書くこと」「英語で読むこと」の

選択肢を設けた。また、モチベーションの項目では、このプロジェクトでやる気がおこったことは

何かという質問をし、その選択肢として、「日本語を書くこと」、「日本語を読むこと」、「その他」を

設けた。また、このプロジェクトでさらに好奇心を持ったのは何かという質問では「日本の文化を

学ぶこと」、「日本人の友だちを作ること」、「その他」の選択肢を設けた。アンケートは全て英語で

書かれ、学生もほとんど英語で答えた。

３．２．文教大学の学生アンケート結果と考察
１）Ｅメールプロジェクトはどうだったか
　「Ｅメールプロジェクトはどうだったか」の結果を表1に示した。39人中24人（約6割）が本プロ

ジェクトが「楽しかった」と回答し、Sakar （2001） 同様、Eメール交換が、楽しく英語学習が行える

活動であることが明らかとなった。一方で「普通」と答えた学生が10人、「楽しくなかった」と答え

た学生も5人いた。

　「楽しかった」と回答した学生の理由は主に二つあった。1つは、アメリカの大学生とのメール交

換が初めてでよい経験になったというもので、具体的に以下の記述があった。「アメリカの大学の

表１．「Ｅメールプロジェクトはどうだったか」の回答項目別人数

回答項目 人数

楽しかった。Fun 24

普通。OK 10

楽しくなかった。Not fun 5
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人とメールなんてめったにできないから。」「外国の人とメールする機会はなかなかないのでよかっ

た。」「めったに外国の人と英語を使ったメールすることはできないからとても楽しかったです。」「授

業で外人とメールできるのが新鮮でした。」「メールで海外の学生と会話をすることが初めてだった

ので楽しかった。」

　二つ目は、相手の国の文化を知ることができ、また文化的違いがわかったというもので、

O᾽Dowd（2003）とSakar（2001）同様、Eメール交換が、学生の異文化コミュニケーションと異文化理

解に繋がることが明らかとなった。具体的には、以下の記述があった。「相手のことがわかった。」

「いろんな情報がきけてよかった。」「海外のことが知れた。」「アメリカの風景や文化を知ることがで

きた。」「文化の違いがわかった。」「みんなそれぞれ違いがあって楽しめた。」

　本プロジェクトが「普通」と答えた学生の理由も、「楽しかった」と答えた学生と同様、初めての異

文化コミュニケーションを楽しめたというものであった。具体的には、「海外の人とコミュニケー

ションがとれたから。」「違う国の人と初めて交流できて楽しかった。」「ニューヨークの学生とのメー

ルはわくわくして珍しいので楽しかった。」があった。以上の結果から、Eメール交換を通し、学生

は初めての異文化交流の機会を楽しみ、異文化学習ができたことがわかった。

　一方、「楽しくなかった」と回答した学生の理由は全員「返信が返ってこなかったから」というもの

であった。これは、ニューヨーク大学の一人の学生が、最初の自己紹介メールのみで、その後返信

しなかったことが理由である。メール交換活動は生身の人間同士の活動のため、このような問題は

必ず起こりうる。しかし、このような学生に対し教師が強制して授業活動の一つをさせることにも

疑問がある。そのため、このような学生がいた場合、教師が速やかにパートナーを変更するなど臨

機応変な対応が必要であったと反省する。

２）Ｅメールプロジェクトの何がよかったか
　「Eメールプロジェクトの何がよかったか」の結果を表2に示した。39人中23人が「英語の読み書

きの練習ができた」と答えており、15人が「アメリカの文化が学べた」と回答している。このことか

ら学生はEメール交換を通して、英語学習の特に読み書きの練習になると捉えており、また、新し

い文化も学べたことがわかった。さらに、9人の学生が「アメリカ人の友達ができた」と回答してお

り、数回のＥメール交換だけでもアメリカの大学生との異文化交流ができたと感じた学生がいるこ

とが明らかとなった。

３）またＥメールプロジェクトをやりたいか
　「またＥメールプロジェクトをやりたいか」の結果を表3に示した。39人中34人（約9割）の学生が

表２．「Ｅメールプロジェクトの何がよかったか」の回答項目別人数

回答項目 人数

英語の読み書きの練習ができた。Can practice reading and writing English 23

アメリカの文化が学べた。Can learn American culture 15

アメリカ人の友達ができた。Can make American friends 9

注）複数回答可
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「またＥメールプロジェクトをやりたい」と回答し、「わからない」と答えた学生は5人いた。「もう

やりたくない」と回答した学生はいなかった。

　「またＥメールプロジェクトをやりたい」と回答していた学生の理由は、長い期間数多くメール交

換をし、楽しみながら英語を学習したいというものであった。具体的には、「英文を作るのが好き

になったので、自分でもメール送りたいです。」「また違った外国人の人と交流したいから。」「次は

もっとたくさんメールしたい。」「メールを使うことによって英語への意識が高まる。」「楽しみながら

勉強になるから。」「メールのやりとりで英語の力をつけたい。」の意見があった。このことから、E
メール交換プロジェクトを通し、学生の英語学習への意識が変化し、英語学習に対するモチベーショ

ンと異文化への興味が高まり、また英語で異文化交流ができたという自信にも繋がったように思う

（Greenfi eld, 2003）。さらに、学生の英語学習に対する意識の変化は、「またメールプロジェクトを

やりたいかわからない」と回答した学生の理由でも伺える。「もう少し英語のスキルをあげてから、

またメール交換できるといいです。」「Because it is diffi cult for me to write English」という記述から、学

生自身の英語力への再認識とさらなる英語学習に対するモチベーションに繋がったのではないかと

考える。以上の結果より、本プロジェクトは、学生に自己の学習を振り返らせ、更なる向上を目指

すモチベーションになったのではないかと考える。

３．３．ニューヨーク大学の学生アンケート結果と考察
１）五段階評価
　「Eメール交換は楽しかったか」という質問に対し、86.7％が楽しかったと答えた。一番低い評価は

5段階中3.5であった。また、楽しかった内容について、何が一番楽しかったか、一番楽しくなかっ

たかを「日本語でメッセージを書くこと」「英語で返事を書くこと」「英語のメッセージをもらうこと」

「日本語の返事をもらうこと」の四つの選択肢をあげて尋ねたところ、「英語のメッセージをもらう

こと」「日本語の返事をもらうこと」が一番楽しかったと答えたのが三人ずつで一番多く、反対に一

番楽しくなかったのもこの二項目が二人ずつで一番多かった。「日本語でメッセージを書く」のが一

番楽しかったと答えた学生はいなかった。コメントとしては、二カ国語でのEメール交換が面白

かったこと、日本人学生と知り合いになれたことへの好意的な意見とともに、生の日本語の読解に

時間がかかったこと、日本人学生からの返事の回数も量も少なかったことなどがあげられている。

　本プロジェクトにはクラス全体でシェアができるようにGoogle Documentを使ったが、それに関

しては問題はなかったようである。また、クラスメートのEメール交換が読めるという点に関し

て、それが役に立ったかと聞いたところ、85.8％が「役に立った」と答えたが、中には「あまり読ま

なかった」という答えもあった。

表３．「またＥメールプロジェクトをやりたいか」の回答項目別人数

回答項目 人数

はい 34

わからない 5

いいえ 0
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　本プロジェクトが学生の学習意欲の向上に影響を与えたかについて質問したところ、「日本語を

書く意欲がわいた」と答えたのは91.4%、「日本語を読む意欲がわいた」は84.2％であった。また、

85.8％がこのプロジェクトを通して「日本の文化についてもっと学びたくなった」と答え、88.6％は

「日本の友達を作りたくなった」と答えた。

表４

1. How much do you agree with the following statements? 

 a. Exchanging email with Japanese students was fun. least               most 

   4.38    1    2   3   4   5 

            (1)  (3)      (3) 

Which of the following did you enjoy the most?  Circle one. 

1. Writing email messages in Japanese 

  2. Writing email replies in English (1) 

  3. Receiving email messages in English (3) 

  4. Receiving email replies in Japanese (3) 

 

Which of the following did you enjoy the least?  Circle one. 

1. Writing email messages in Japanese (1) 

  2. Writing email replies in English (1) 

  3. Receiving email messages in English (2) 

  4. Receiving email replies in Japanese (2) 

 

 b. Gmail document was a good tool for this project. least           most 

   4.57    1 2 3 4 5 

 (3)      (4) 

 c. This project motivated me to   least    most 

   1. write Japanese    1 2 3 4 5

    4.57           (3)      (4) 

   2. read Japanese    1 2 3 4 5 

  4.21     (1)           (1) (1)      (4) 

   3. others:     

 d. This project made me want to   least    most 

  1. learn about Japanese culture   1 2 3 4 5 

  4.29       (2)       (1)      (4) 

  2. make Japanese friends   1 2 3 4 5 

  4.43       (1)       (2)      (4) 
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２）コメント方式
　コメント方式での質問は二つあった。まず、「Eメール交換プロジェクトを始めるにあたってど

う感じたか」という質問には「日本人の学生との会話の可能性を考え、わくわくした」「おもしろそう

だと思った」「日本人の友達を作るいいチャンスだと思った」「授業以外で何かを学ぶいいチャンスだ

と思った」など、ほとんどの回答が新たな友情関係を築く期待に溢れ、好意的であった。次に、「Eメー

ルの交換相手との友情が芽生えたと思うか」という質問には、「そう思うにはメールの回数が少なす

ぎた。しかし、起こりそうな気配を感じた」、「自分のメールに答えてくれた時は嬉しかった」、「相

手の中には宿題としてやっているだけのような人もいたから、もっと自由に書きたいことを書けれ

ばよかった」などの回答がでた。全体的に、メールの回数や量が多ければ多いほど友情や親しみを

感じ、このプロジェクト全体に好意的な印象を持ったことが分かる。最後に自由にコメントを書い

てもらったところ、「日本人の学生にもっと書いてもらいたかった」「コンファレンスコールがあっ

たらよかった」「またやってほしい」というコメントがあった。

４．教師の授業観察と今後の課題

　文教学では、本プロジェクトの目標である自分や身近なことを英語で表現し、相手のことや文化

を理解しそれを英語で説明することが十分に達成できたように思う。自己紹介では、彼女と一緒の

写真を載せ二人の紹介を書いている学生、出身地について説明している学生、とっておきの情報で

は、アルバイト先の紹介やサークルの説明をしている学生がおり、パラグラフで自分の身近なこと

について書くことができた。プレゼンテーションでも、パートナーの紹介を一人の学生がニュー

ヨーク大学の学生、一人の学生がインタビュアーになり掛け合いで「お名前は？」「出身は？」「好き

な場所は？」とするなど創造性に富んだ発表も見られ、またニューヨーク市内の地理やとっておき

の場所など得た情報を的確に英語で説明できた。

　一方、本活動をグループ活動にすることによって、受け取る情報について深く考えることを目指

したが、考えることはできたが意見を述べることが難しかったようである。ニューヨーク大学の学

生が、文教大学の学生の一つの質問にパラグラフで答えてくれるのに対し、文教大学の学生の答え

は日本語にもかかわらず常に1、2行であった。例えば、「カンニングについてどう思いますか？」

という質問に「悪いと思います。」とコメントするだけで、なぜそれが悪いのかというところまで意

見が述べられないことがわかった。教師が「なぜ悪いと思うんですか？」と投げかけても「わからな

い、悪いから」と、その理由を述べることが困難であったようだ。このことから、今後、英語学習

だけでなく、学生達がどんな情報にも問題意識を持ち、考え、意見を述べる力を養っていくことを

期待する。授業でも、考え理由を述べる活動を常に取り入れ、学生達が意見を述べられるよう少し

ずつ練習していきたいと思う。自分の身近なことや得た情報を説明できるだけでなく、自分の意見

を持ち相手と意見交換ができてこそ、真の異文化交流が達成できるのではないかと考える。

  3. others: 

 d. Reading others’ exchanges was helpful.  least    most 

   4.29    1 2 3 4 5 

            (1)       (3)      (3) 
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　ニューヨーク大学では、このプロジェクトでの日本人の学生とのコミュニケーションを通じて、

自分の身の回りのことの描写、そこで感じることなどについて日本語で書くことを学習した。この

Eメール交換のメールの内容がただの日常会話的なもので終わらないようにそれぞれにある程度意

見が言えるような内容のトピックを与えて書かせた。Eメールとしては少し長めの感もあったが、

学生はそれぞれに興味深い題材を選び、意見を書いていたように思う。しかしながら、文教大学の

学生との意見の交換が続くというところまではいかなかったようである。その理由の一つは上に述

べたような学生の問題意識の低さもあるが、このプロジェクトはあくまでも授業の一環であるた

め、学生の中にはこれを宿題／課題と捉え、その範囲を超えられなかったこともあるのではないか

とも思われる。また、全体的に日本人学生の返事が短く、それにフラストレーションを感じていた

ことも事実である。もう一つの理由は頻度である。つまり、メールを送ってもその返事がすぐ返っ

てこないという理由で、コミュニケーションが途切れてしまったようである。これは、文教大学と

ニューヨーク大学の大学歴が違うこと、それぞれのコースのスケジュールが違うこと、また、ニュー

ヨーク大学の学生一人に対し、文教大学の学生は複数であること、などが主な原因である。今後、

このような障害を最低限におさえたスケジュールを作ることは不可欠であろう。

　このプロジェクトは学生の参加如何では異文化交流の場になり、友好／友情関係を築く可能性も

あるものである。また、積極的に参加すればするほど、メッセージの内容も深いものになり、語学

力も向上する。この点をより深く考えた構成が必要であろう。また、それと同時に、自由なテーマ

で書くメールもあった方がよかったようにも思う。

５．まとめ

　本プロジェクトは、ニューヨーク大学の学生と文教大学の学生をペアにさせ、Google Document
を使用し、お互いのことを紹介し質問と意見交換を行い、得た情報をもとにプレゼンテーションす

るというものであった。

　文教大学の学生は、初めての異文化交流の機会を楽しみ、異文化学習ができたようである。また、

本プロジェクトは、学生に自己の学習を振り返らせ、更なる英語力向上を目指すモチベーションに

なったようだ。一方、本プロジェクトの目標である自分や身近なことを英語で表現し、相手のこと

や文化を理解しそれを英語で説明することは達成できたが、得た情報について深く考え意見を述べ

ることが難しかったようである。今後、英語学習と共に、様々な情報について考え意見を述べる練

習を行い、英語でより深い異文化交流ができるよう努めたいと考える。

　ニューヨーク大学の学生も異文化交流の機会を得られ、親交を深めようとする過程で、語学向上

のモチベーション、異文化交流への感心が高まったようである。しかし、様々な趣旨の文を日本語

で書くと言う目的は達成されたが、活発な意見交換ができるまでのレベルには到達できなかった。

また、中には既に日本人とブログやEメール交換をしている学生もおり、意見交換やEメール交換

の頻度がさがると、モチベーションも下がりやすくなる傾向が感じられた。今後、学習言語を使っ

てのコミュニケーションがより自然にできるような機会を増やし、意味あるコミュニケーションを

目指していきたいと考える。
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７．資料

資料１　文教大学の学生アンケート

資料２　ニューヨーク大学の学生アンケート

1. How was the E-mail project? 

□ Fun 

□ OK 

□ Not fun 

Why is it? (      ) 

 

2. What was good for you about E-mail project? 

□ Can practice reading and writing English 

□ Can learn American cultures 

□ Can make an American friend 

 

3. Do you want to participate in an E-mail project again? 

□ Yes 

□ I do not know. 

□ No 

Why is it? (      ) 

1. How much do you agree with the following statements? 
        
 a. Exchanging email with Japanese students was fun.     least   most 
        1   2   3   4    5 

 
Which of the following did you enjoy the most?  Circle one. 
 

1. Writing email messages in Japanese 
 2. Writing email replies in English 
 3. Receiving email messages in English 
 4. Receiving email replies in Japanese 
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Which of the following did you enjoy the least?  Circle one. 
 

1. Writing email messages in Japanese 
 2. Writing email replies in English 
 3. Receiving email messages in English 
 4. Receiving email replies in Japanese 
 
 Comments: 
 
 
 b. Gmail document was a good tool for this project. least        most  
       1 2 3 4 5 
 Comments: 
 
 c. This project motivated me to   least        most 
   1. write Japanese    1 2 3 4 5 
   2. read Japanese    1 2 3 4 5 
 
   3. others:     

 d. This project made me want to   least        most 
   1. learn about Japanese culture 1 2 3 4 5 
   2. make Japanese friends  1 2 3 4 5 
   3. others: 
 
 d. Reading others’ exchanges was helpful.  least        most 
       1 2 3 4 5 
 Comments: 
 
 
2. Please answer the following questions. 
 

a. What did you think when you first heard about this email project? 
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b. Did you feel a sense of friendship with your email partners? 
 
 
 

c. Please write any comments and/or suggestions about this email project. 
 
 


